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１．平成31年３月期第１四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第１四半期 5,292 △6.1 459 △23.5 284 △29.0

30年３月期第１四半期 5,634 △3.2 600 △27.6 400 △28.3
(注) 包括利益 31年３月期第１四半期 425百万円( △49.4％) 30年３月期第１四半期 841百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第１四半期 33.24 32.99

30年３月期第１四半期 46.87 46.57
　
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第１四半期 1,461,111 71,190 4.9

30年３月期 1,426,039 71,022 5.0
(参考) 自己資本 31年３月期第１四半期 71,019百万円 30年３月期 70,851百万円
　

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権)を期末資産の部合計で除して算出しております。
なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00

31年３月期 －

31年３月期(予想) 30.00 － 30.00 60.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　
　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 10,400 △13.1 1,100 △35.7 600 △42.5 70.10

通期 21,500 △16.2 2,600 5.1 1,700 4.8 198.62
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ.６「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期１Ｑ 8,793,776株 30年３月期 8,793,776株

② 期末自己株式数 31年３月期１Ｑ 235,183株 30年３月期 235,049株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Ｑ 8,558,609株 30年３月期１Ｑ 8,554,944株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期（平成30年４月１日～平成30年６月30日）の経常収益は、貸出金利回りの低下など

による貸出金利息の減少に加え、有価証券利息配当金の減少により資金運用収益が減少したこと

などから、前年同四半期比342百万円減少して5,292百万円となりました。

　経常費用は、営業経費が減少したことなどにより、前年同四半期比202百万円減少して4,832百

万円となりました。

　この結果、経常利益は前年同四半期比141百万円減少の459百万円、親会社株主に帰属する四半

期純利益は前年同四半期比116百万円減少の284百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

預金残高（譲渡性預金含む）は、コア預金（法人預金、個人預金）および公金預金が増加したこ

となどから、前連結会計年度末比343億円増加して1兆3,718億円となりました。

貸出金残高は、リテール貸出金（事業性貸出金、住宅ローン、その他ローン）やシンジケートロ

ーン等の市場型間接貸出が増加したことなどから、前連結会計年度末比128億円増加して8,983億円

となりました。

有価証券残高については、国内外の投資環境や市場動向に留意した取り組みの結果、前連結会計

年度末比168億円増加して3,848億円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年３月期の連結業績予想については、平成30年５月14日公表の数値から変更はございませ

ん。今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

現金預け金 133,409 138,200

コールローン及び買入手形 7,117 7,346

買入金銭債権 341 279

商品有価証券 219 202

有価証券 367,970 384,865

貸出金 885,519 898,362

外国為替 501 1,335

リース債権及びリース投資資産 5,790 5,770

その他資産 9,371 9,535

有形固定資産 16,614 16,569

無形固定資産 928 894

退職給付に係る資産 345 370

繰延税金資産 313 251

支払承諾見返 5,214 4,695

貸倒引当金 △7,616 △7,569

資産の部合計 1,426,039 1,461,111

負債の部

預金 1,334,525 1,368,827

譲渡性預金 3,000 3,000

借用金 677 621

社債 3,000 3,000

その他負債 3,920 5,366

賞与引当金 341 88

退職給付に係る負債 1,861 1,851

役員退職慰労引当金 6 2

睡眠預金払戻損失引当金 113 109

ポイント引当金 9 10

再評価に係る繰延税金負債 2,345 2,345

支払承諾 5,214 4,695

負債の部合計 1,355,017 1,389,921

純資産の部

資本金 7,761 7,761

資本剰余金 4,989 4,989

利益剰余金 47,607 47,635

自己株式 △764 △764

株主資本合計 59,593 59,621

その他有価証券評価差額金 6,284 6,400

土地再評価差額金 5,109 5,109

退職給付に係る調整累計額 △136 △111

その他の包括利益累計額合計 11,257 11,398

新株予約権 170 170

純資産の部合計 71,022 71,190

負債及び純資産の部合計 1,426,039 1,461,111
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

経常収益 5,634 5,292

資金運用収益 4,160 3,936

（うち貸出金利息） 3,116 3,034

（うち有価証券利息配当金） 1,013 838

役務取引等収益 608 659

その他業務収益 645 617

その他経常収益 219 79

経常費用 5,034 4,832

資金調達費用 106 82

（うち預金利息） 94 70

役務取引等費用 589 603

その他業務費用 638 523

営業経費 3,569 3,445

その他経常費用 130 178

経常利益 600 459

特別損失 7 1

固定資産処分損 7 1

税金等調整前四半期純利益 593 458

法人税、住民税及び事業税 192 174

法人税等合計 192 174

四半期純利益 400 284

親会社株主に帰属する四半期純利益 400 284
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 400 284

その他の包括利益 440 140

その他有価証券評価差額金 389 116

退職給付に係る調整額 51 24

四半期包括利益 841 425

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 841 425
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の処理

当行及び連結子会社の税金費用は、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じることにより算定しております。
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平成 31 年３月期 第１四半期決算説明資料 
 
１.損益状況【単体】 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

    （単位：百万円） 

 
当四半期 

31年３月期 
第１四半期 
累計期間 

前年同四半期 
30年３月期 
第１四半期 
累計期間 

増減 
 

31年3月期
第２四半期 
累計期間 

業績予想値 
(６ヶ月間) 

 ＜参考＞ 
30年３月期 

実績 
(12ヶ月) ⾦額 

増減率
（％） 

経常収益 4,817 5,007 △190 △3.8  9,200  23,304 
コア業務粗利益 
(債券損益を除く業務粗利益) 3,909 3,969 △60 △1.5    15,360 
 資⾦利益 3,976 4,065 △89 △2.2    15,865 
 役務取引等利益 △84 △102 18 17.6    △564 
 その他業務利益 17 △81 98 121.0    △3,727 
 （うち債券損益） - △88 88 100.0    △3,786 
経費（除く臨時処理分） （△） 3,320 3,426 △106 △3.1    13,122 
コア業務純益 589 542 47 8.7    2,237 

（実質業務純益）※1 589 454 135 29.7    △1,548 
有価証券関係損益 
(債券損益＋株式損益) 

△11 61 △72 △118.0    △1,038 

⼀般貸倒引当⾦繰⼊額① （△） - - - -    - 
不良債権処理額②    （△） 6 3 3 100.0    148 
貸倒引当⾦戻⼊益③ 8 3 5 166.7    755 
償却債権取⽴益④ 13 20 △7 △35.0    225 

経常利益 523 524 △1 △0.2  1,000  2,142 
特別損益 △1 △7 6 85.7    △129 
税引前四半期（当期）純利益   522 516 6 1.2    2,012 
法人税等         （△） 158 166 △8 △4.8    603 
四半期（当期）純利益 363 349 14 4.0  500  1,409 

与信費用⑤（=①+②-③)（△） △2 △0 △2 -    △607 
実質与信費用⑥（=⑤-④)（△） △16 △21 5 23.8    △832 

 
注）記載⾦額は百万円未満を切り捨てて表⽰しております。 

※1 実質業務純益＝コア業務純益＋債券損益 

➢当四半期の経常収益は、貸出⾦利回りの低下などによる貸出⾦利息の減少に加え、有価証券利息配当⾦が減
少したことなどから、前年同四半期⽐ 190 百万円減少（△3.8％）の 4,817 百万円となりました。 

➢コア業務粗利益は、預かり資産関連受⼊⼿数料や法人役務収益の増加により役務取引等利益が増加したもの
の、資⾦利益の減少により、前年同四半期⽐ 60 百万円減少（△1.5％）の 3,909 百万円となりました。 

➢コア業務純益は、コア業務粗利益が減少したものの、物件費などの経費が減少したため、前年同四半期⽐ 47
百万円増加（8.7％）の 589 百万円となりました。 

➢経常利益は、コア業務純益が増加したものの、有価証券関係損益が減少したことなどから、前年同四半期⽐ 1
百万円減少（△0.2％）の 523 百万円となり、四半期純利益は、法人税等の減少などから、前年同四半期⽐
14 百万円増加（4.0％）の 363 百万円となりました。 

➢なお、平成 31 年３月期第 2 四半期累計期間業績予想値⽐進捗率は、経常収益が 52.4％、経常利益が 52.3％、
四半期純利益が 72.6％と順調に推移しております。 

㈱北日本銀行（8551） 平成31年３月期 第１四半期決算短信

－7－



 

２.預⾦、貸出⾦等の残⾼【単体】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）預⾦残⾼                                   （単位：百万円） 

 平成30年６月末 
（Ａ） 

平成29年６月末 
（Ｂ） 

増減 
（Ａ）－（Ｂ） 

 平成30年３月末 

預⾦総額（譲渡性預⾦含む） 1,374,036 1,369,023 5,013  1,340,806 
 預⾦ 1,371,036 1,366,023 5,013  1,337,806 
  コア預⾦ 1,303,737 1,294,415 9,322  1,286,196 
 個人預⾦ 981,524 984,883 △3,359  973,541 
 法人預⾦ 322,213 309,531 12,682  312,654 
  公⾦・⾦融機関 67,298 71,608 △4,310  51,609 
 譲渡性預⾦ 3,000 3,000 0  3,000 
 
（２）預かり資産残⾼                                （単位：百万円） 

 
平成30年６月末 

（Ａ） 
平成29年６月末 

（Ｂ） 
増減 

（Ａ）－（Ｂ） 
 平成30年３月末 

生保・投信預かり残高 108,668 101,324  7,344  107,188 
 生命保険 81,700 73,254 8,446  80,081 
  うち個人年⾦保険 11,419 11,843 △424  11,191 
 投資信託残高 26,968 28,069 △1,101  27,107 

（参考） 
国債等預かり残高 7,775 9,034 △1,259  7,911 

※生命保険は「有効契約の保険料残高（平準払保険を除く）」を記載しております。 
 

（３）貸出⾦残⾼                                  （単位：百万円） 

 
平成30年６月末 

（Ａ） 
平成29年６月末 

（Ｂ） 
増減 

（Ａ）－（Ｂ） 
 平成30年３月末 

貸出⾦総額 902,833 871,634 31,199  890,770 
 リテール貸出⾦ 724,208 698,877 25,331  722,005 
  事業性貸出  382,791 366,194 16,597  381,441 
 個人ローン  341,417 332,683 8,734  340,563 

 

  住宅ローン  312,622 306,363 6,259  311,928 
  その他ローン  28,795 26,320 2,475  28,635 
      
 うち中小企業向け貸出 299,782 282,922 16,860  295,560 
地公体・市場型間接貸出 178,625 172,756 5,869  168,765 

 

 

➢当四半期末の預⾦残⾼(譲渡性預⾦含む)は、コア預⾦（個人預⾦＋法人預⾦）のうち法人預⾦が増加したこ
とから、前年同四半期末⽐ 50 億円増加（0.3％）の 1 兆 3,740 億円となりました。 

➢預かり資産残⾼は、投資信託残高が減少した⼀⽅で、生命保険残高が順調に増加したため、前年同四半期末
⽐ 73 億円増加（7.2％）の 1,086 億円となりました。 

➢貸出⾦残⾼は、リテール貸出⾦が、事業性貸出⾦および個人ローンともに増加したことなどから、前年同四
半期末⽐ 311 億円増加（3.5％）の 9,028 億円となりました。 

➢なお、リテール貸出⾦に含まれる中小企業向け貸出残高は前年同四半期末⽐ 168 億円増加（5.9％）の 2,997
億円となりました。 
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３.⾦融再⽣法ベースのカテゴリーによる開⽰【単体】 
 
 

 

   （単位：百万円）

 平成30年６月末 平成29年６月末  平成30年３月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 7,407 8,774  7,396 

危険債権 10,831 12,171  11,035 

要管理債権 323 337  235 

合計（Ａ） 18,562 21,283  18,668 

     

総与信額（Ｂ） 909,827 877,542  897,549 

総与信に占める割合（Ａ）/（Ｂ） 2.04％ 2.42%  2.07% 
 
（注）１．上記の平成30年６月末の計数は、「⾦融機能の再生のための緊急措置に関する法律施⾏規則」第４条に規定する各債 

権のカテゴリーにより分類しております。 
   ２．算定⽅法については、当⾏の定める「資産の⾃⼰査定基準」に基づき、平成30年６月末時点で実施した資産査定結

果による債務者区分を前提としております。 
   ３．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」のうち、無価値と認められる部分については直接償却相当額として当該⾦

額を減額しております。 
 

※債務者区分との関係 
破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 

実質破綻先、破綻先の債権 

危険債権 破綻懸念先の債権 

要管理債権 要注意先のうち、元本または利息の⽀払いが３ヵ月以上延滞しているか、または貸出条件を
緩和している債権 

 

 

４.⾃⼰資本⽐率（国内基準）【単体・連結】 
 

 

 

 

        （単位：百万円） 

 平成30年６月末 平成29年６月末  平成30年３月末 

単体 連結 単体 連結  単体 連結 

⾃⼰資本⽐率 10.01% 10.31% 10.65% 10.96%  10.11% 10.43% 

⾃⼰資本の額 62,850 65,182 62,536 64,837  62,480 64,886 

リスク・アセット等 627,559 632,072 586,673 591,307  617,830 621,543 

総所要⾃⼰資本額 25,102 25,282 23,466 23,652  24,713 24,861 

 

 

 

 

 

 

➢当四半期末の⾃⼰資本⽐率は、単体が前年同四半期末⽐ 0.64 ㌽減少し 10.01％、連結が前年同四半期末⽐ 
0.65 ㌽減少し 10.31％となりました。 

➢当四半期末の⾦融再生法開⽰債権は、前年同四半期末⽐ 2,721 百万円減少し 18,562 百万円となりました。
また、総与信に占める割合は、前年同四半期末⽐ 0.38 ㌽低下して、2.04％となりました。 
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５.時価のある有価証券の評価差額【単体】 
 

 

 

 

   （単位：百万円）

 

平成30年６末 平成29年６月末  平成30年３月末 

時価 評価差額 時価 評価差額  時価 評価差額 

  うち益 うち損   うち益 うち損    うち益 うち損 

その他 

有価証券 
382,966 9,195 10,154 959 420,861 9,987 12,558 2,570  366,245 9,028 9,996 967 

 
株式 14,270 2,627 3,042 414 16,466 4,424 4,550 125  13,098 2,880 3,101 220 

 
債券 310,827 5,317 5,399 82 314,921 5,853 6,135 281  301,424 5,502 5,601 98 

 
その他 57,868 1,251 1,713 462 89,473 △291 1,872 2,163  51,722 644 1,293 648 

 
（注）平成30年６月末の「評価差額」は、平成30年６月末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額 
   を計上しております。 

➢当四半期末のその他有価証券の評価差額は、前年同四半期末⽐ 792 百万円減少し、9,195 百万円の評価差 
益となりました。 
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